
技 

術 

情 

報 

自
然
公
園
等
施
設
に
お
け
る
 

最
新
事
例
と
新
技
術
の
紹
介
 

株
式
会
社
ラ
ス
コ
ジ
ャ
パ
ン
 

関

口

隼

紀

 

『

－

 

は
じ
め
に
 

自
然
公
園
に
お
い
て
国
立
公
園
満
喫
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
 

資
源
と
し
て
の
施
設
整
備
が
進
ん
で
い
 

る
。
最
新
の
事
例
か
ら
施
設
の
長
寿
命
 

化
や
施
工
計
画
、
災
害
対
策
な
ど
で
使
 

用
さ
れ
た
新
技
術
・
新
素
材
を
紹
介
す
 

る。 株
式
会
社
ラ
ス
コ
ジ
ャ
パ
ン
は
公
園
 

施
設
業
の
メ
ー
カ
ー
で
、
木
道
や
デ
ッ
 

キ
な
ど
を
専
門
に
計
画
・
設
計
・
施
工
 

を
し
て
お
り
、
特
に
自
然
公
園
で
の
施
 

設
整
備
を
得
意
と
し
て
い
る
。
全
国
で
 

一
、
〇
〇
〇
以
上
の
施
設
を
整
備
し
て
 

き
た
経
験
を
活
か
し
、
施
工
困
難
な
環
 

境
で
人
力
施
工
で
き
る
基
礎
工
法
（
ピ
 

ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
工
法
な
ど
）
 

や
長
寿
命
化
を
図
る
新
素
材
（
G
R
 

P

ー
ガ
ラ
ス
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
 

な
ど
）
を
開
発
し
て
き
た
。
 

自
然
公
園
と
い
う
特
殊
環
境
で
の
施
 

設
整
備
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
軟
弱
 

地
盤
、
水
中
、
急
斜
面
、
が
け
地
、
岩
 

盤
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
環
境
で
人
力
施
工
 

で
き
る
基
礎
工
法
を
開
発
し
、
施
工
計
 

画
か
ら
施
設
整
備
を
提
案
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
耐
用
年
数
や
環
境
、
意
匠
性
な
 

ど
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
適
材
適
所
の
材
 

料
提
案
を
す
る
た
め
に
G
R
P
や
ア
ル
 

ミ
合
金
、
再
生
木
材
や
国
産
木
材
な
ど
 

の
多
岐
に
わ
た
る
素
材
を
組
み
合
わ
せ
 

さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
 

に
多
様
な
素
材
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
 

.
－
・
気
候
変
動
等
に
よ
る
災
害
 

の
増
大
に
対
応
し
た
施
工
 

ー

』

例

霜

介

 

千
丈
渓
（
島
根
県
立
自
然
公
園
、
写
 

真
①
）
、
川
床
木
地
屋
橋
（
大
山
隠
岐
国
 

立
公
園
、
写
真
②
）
は
、
自
然
災
害
に
 

よ
り
流
出
し
た
施
設
の
改
修
事
例
で
あ
 

り
、
施
工
困
難
な
環
境
で
災
害
対
策
を
 

計
画
し
、
か
つ
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
っ
 

た
事
例
で
あ
る
。
 

千
丈
渓
は
総
延
長
五
血
に
及
ぶ
渓
谷
 

で
両
岸
が
斜
度
九
〇
度
の
岩
壁
で
あ
り
、
 

そ
の
渓
谷
内
の
木
道
が
豪
雨
水
害
で
流
 

出
し
た
。
改
修
工
事
で
は
構
造
体
と
手
 

す
り
に
強
度
が
あ
り
軽
量
で
施
設
の
長
 

寿
命
化
が
図
れ
る
ア
ル
ミ
合
金
が
使
用
 

さ
れ
た
。
九
〇
度
の
岩
壁
に
ボ
ル
ト
を
 

打
設
す
る
特
殊
な
基
礎
工
法
を
使
い
、
 

基
礎
・
構
造
・
床
・
手
す
り
を
す
べ
て
 

人
力
施
工
し
 

て
い
る
。
 

川
床
木
地
 

屋
橋
は
増
水
 

の
た
び
に
木
 

橋
が
流
出
し
 

て
い
た
。
水
 

害
対
策
と
し
 

て
増
水
の
影
 

響
を
受
け
な
 

い
高
さ
で
架
 

け
替
え
が
必
 

要
に
な
り
、
 

人
力
施
工
で
 

き
る
大
ス
パ
 

ン
の
橋
と
し
 

て
ア
ル
ミ
ト
 

－

・

、
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①千丈渓 

二

一

 

）、 

②川床木地屋橋 

ラ
ス
橋
で
架
け
替
え
ら
れ
た
。
床
板
は
 

G
R
P

の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
が
使
わ
れ
、
 

床
の
軽
量
化
（
運
搬
コ
ス
ト
の
低
減
）
 

と
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
る
。
 

改
修
が
困
難
な
環
境
で
は
長
寿
命
化
 

素
材
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
て
お
 

り
、
環
境
に
合
わ
せ
た
適
材
適
所
の
材
 

料
選
定
が
さ
れ
て
い
る
。
気
候
変
動
に
 

伴
い
、
豪
雨
水
害
の
増
水
で
歩
道
や
橋
 

の
流
出
に
よ
る
架
け
替
え
は
今
後
増
加
 

が
予
測
さ
れ
る
。
 

気
仙
沼
梶
ケ
浦
地
区
避
難
階
段
（
写
 

真
③
）
は
、
三
陸
復
興
国
立
公
園
の
大
 

島
の
対
岸
に
あ
り
、
高
台
の
住
宅
地
へ
 

の
津
波
避
難
階
段
で
あ
る
。
総
延
長
七
 

五
m

、
高
低
差
二
八
m

の
階
段
は
地
盤
 

と
施
工
条
件
が
変
化
し
、
適
材
適
所
の
 

基
礎
の
選
定
が
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
 

に
は
重
機
が
使
用
で
き
る
海
側
は
コ
ン
 

ク
リ
ー
ト
基
礎
と
ス
チ
ー
ル
構
造
で
計
 

画
し
、
重
機
が
進
入
で
き
な
い
地
点
は
 

人
力
施
工
が
で
き
る
基
礎
と
ア
ル
ミ
合
 

金
を
採
用
し
、
 

普
通
の
地
盤
 
w 

,／一 

で
あ
れ
ば
ピ
 

メ
什
 

・
？
 

ン
フ
ァ
ウ
ン
 

J
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ノ
ノ
ー
ー
 

ーノ 

デ
ー
シ
ョ
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三
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コ
／
 

山
石
盤
で
あ
れ
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シ
ョ
ン
を
使
用
し
、
現
地
地
盤
や
施
工
 

条
件
に
合
わ
せ
施
工
し
た
。
 

一一「 

鋼
管
杭
基
礎
を
採
用
し
た
 

木
道
事
例
の
紹
介
 

鋼
管
杭
基
 

礎
の
ス
リ
ー
…
一
 

ブ

パ

イ

ル

 
‘』一 

（
写
真
④
）
 

雌
 

は
従
来
フ
エ
 

ー 

ン
ス
や
手
す
 

り
な
ど
の
基
 

・ 

礎
と
し
て
使
 

わ
れ
て
お
り
、
こ
 

の
基
礎
は
材
料
が
 

軽
量
で
人
力
施
工
 

が
で
き
る
メ
リ
ッ
 1 

I 

回拙回 

ト
が
あ
る
（
右
下
の
Q
R

コ
ー
ド
よ
り
 

施
工
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）
。
 

自
然
公
園
内
で
は
看
板
や
柵
、
フ
エ
ン
 

ス
の
基
礎
だ
け
で
は
な
く
、
木
道
等
の
 

施
設
の
基
礎
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
 

が
増
え
て
い
る
。
 

従
来
の
木
道
は
一
般
的
に
木
杭
を
使
 

用
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
木
材
と
い
う
 

性
質
か
ら
耐
用
年
数
は
期
待
で
き
な
い
。
 

そ
の
木
杭
を
長
寿
命
化
さ
せ
る
方
法
と
 

し
て
採
用
さ
れ
始
め
て
い
る
の
が
、
木
 

杭
を
鋼
管
杭
ス
リ
ー
ブ
パ
イ
ル
に
置
換
 

え
、
基
礎
の
長
寿
命
化
を
図
る
仕
様
で
 ④鋼管杭基礎の施行 

あ
る
。
 

鋼
管
杭
 

は
木
杭
 

よ
h
ノ、も 

強
度
が
 

あ
り
、
 

長
寿
命
 

化
と
工
 

、 

一‘舞聽舞gこ 
無ご－ 

～、 

り
り
 

期
短
縮
が
図
れ
る
。
上
高
地
（
写
真
 

⑤
）
や
礼
文
島
、
登
別
温
泉
、
白
神
山
 

地
等
で
の
採
用
実
績
が
あ
る
。
 

電m
『
－
山
岳
建
築
の
新
基
礎
 

工
法
の
紹
介
 

山
岳
建
築
の
基
礎
に
使
用
で
き
る
新
 

開
発
の
ス
パ
イ
ク
フ
レ
ー
ム
工
法
（
写
 

真
⑥
）
を
紹
介
す
る
。
山
岳
建
築
の
用
 

途
と
し
て
は
山
小
屋
、
火
山
シ
ェ
ル
タ
 

ー
等
の
基
礎
に
活
用
で
き
る
小
規
模
建
 

築
物
用
の
簡
易
基
礎
工
法
で
あ
る
。
 

従
来
の
山
岳
建
築
に
は
建
物
の
基
礎
 

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
う
し
か
な
く
、
 

工
期
や
運
搬
 

費
、
環
境
負
 

荷
の
点
で
課
 

題
が
あ
っ
た
。
 

そ
の
課
題
を
 

解
決
す
る
た
 

め
、
木
道
等
 

の
施
設
で
実
 

" 
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⑥スパイクフレーム工法 ⑤上高地での施行 

績
の
あ
る
ピ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
 

工
法
を
建
物
の
基
礎
に
使
え
る
よ
う
に
 

開
発
し
た
基
礎
が
ス
パ
イ
ク
フ
レ
ー
ム
 

工
法
で
あ
る
。
こ
の
工
法
は
人
力
の
み
 

で
施
工
が
で
き
、
運
搬
費
も
コ
ン
ク
リ
 

ー
ト
よ
り
も
圧
倒
的
に
軽
量
な
こ
と
か
 

ら
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
れ
る
。
コ
ン
ク
 

リ
ー
ト
基
礎
で
は
実
現
が
難
し
い
、
工
 

期
短
縮
や
環
境
負
荷
低
減
、
撤
去
の
し
 

や
す
さ
で
も
ス
パ
イ
ク
フ
レ
ー
ム
工
法
 

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
の
基
礎
工
法
 

が
採
用
さ
れ
た
、
白
雲
岳
避
難
小
屋
 

（
大
雪
山
国
立
公
園
、
写
真
⑦
）
で
は
 

四
六
基
の
基
礎
工
事
を
二
日
間
で
完
了
 

し
、
工
期
短
縮
を
実
現
し
た
。
基
礎
の
 

施
工
 

可
否
に
つ
 

い
て
事
前
 

に
十
分
な
 

現
地
調
査
 

が
必
要
に
 

な
る
が
、
 

コ
ス
ト
ダ
 

ウ
ン
や
工
 

期
短
縮
が
 

、
 

さ戛‘、二 、
 

図
れ
る
新
基
礎
工
法
と
し
て
山
岳
建
築
 

に
活
用
で
き
る
。
 

⑦白雲岳避難小屋 

一
五
 

こ
れ
か
ら
の
 

－ 

取
り
組
み
 

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
基
礎
 

開
発
や
施
設
の
長
寿
命
化
の
工
夫
を
一
 

層
図
り
、
施
設
整
備
に
お
け
る
技
術
力
 

や
商
品
力
を
今
ま
で
以
上
に
高
め
て
い
 

く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
 

題
は
、
環
境
問
題
に
可
能
な
限
り
取
り
 

組
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
る
。
 

リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
 

長
寿
命
化
素
材
と
し
て
現
在
、
自
然
公
 

園
の
施
設
で
使
用
さ
れ
て
い
る
G
R
P
 

と
再
生
木
材
は
再
資
源
化
す
る
シ
ス
テ
 

ム
が
で
き
て
い
る
。
適
切
な
プ
ロ
セ
ス
 

を
経
る
こ
と
で
最
終
的
に
埋
め
立
て
処
 

分
さ
れ
る
廃
棄
物
を
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
 

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
弊
社
は
「
つ
く
 

る
工
夫
」
だ
け
で
な
く
、
「
つ
く
る
責
 

任
」
を
果
た
せ
る
よ
う
に
、
技
術
開
発
 

に
取
り
組
み
た
い
。
 

関
口
 
隼
紀
●
せ
き
ぐ
ち
 
じ
ゅ
ん
き
 

大
学
卒
業
後
、
大
規
模
木
造
建
築
の
メ
ー
カ
 

ー
に
て
営
業
・
設
計
・
施
工
指
導
に
従
事
。
 

趣
味
の
登
山
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
株
式
会
 

社
ラ
ス
コ
ジ
ャ
パ
ン
に
転
職
。
自
然
公
園
の
 

施
設
整
備
を
適
材
適
所
の
提
案
営
業
で
現
地
 

調
査
か
ら
設
計
ま
で
役
所
や
建
設
コ
ン
サ
ル
 

タ
ン
ト
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
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